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道
北
の
あ
る
町
の
終
活
セ
ミ

ナ
ー
で
、
参
加
者
に
痴
ほ
う
症

と
認
知
症
の
違
い
に
つ

い
て
質
問
を
し
た
と
こ

ろ
、
初
老
の
男
性
が
挙

手
し
、
痴
ほ
う
症
は
ボ

ケ
、
認
知
症
は
徘は

い

徊か
い

と

元
気
に
答
え
て
く
れ
ま

し
た
。

　
な
る
ほ
ど
症
状
か
ら

考
え
る
と
、
あ
る
意
味

で
は
間
違
い
で
は
な
い

と
も
思
い
ま
す
が
、
正
解
は
、

「
違
い
は
な
く
同
じ
」
で
す
。

　
２
０
０
４
年
、
厚
労
省
が
、

痴
ほ
う
症
は
差
別
的
な
印
象
が

あ
る
と
の
国
民
の
指
摘
に
応

え
、
痴
ほ
う
症
の
呼
称
を
認
知

症
に
変
更
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
認
知
症
と
は
病
名
で

は
な
く
、
認
知
機
能
の
低
下
に

よ
っ
て
共
通
の
症
状
の
あ
る
病

気
の
グ
ル
ー
プ
名
称
（
症
候

群
）
で
、
症
状
の
違
う
認
知
症

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
主
な
病
気

（
病
名
）
が
あ
り
、
そ
の
病
気

が
原
因
と
な
り
脳
神
経

を
破
壊
し
認
知
症
状
と

な
る
そ
う
で
す
。

　
具
体
的
に
は
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
、

レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症

な
ど
は
神
経
変
性
疾

患
、
脳
血
管
性
型
認
知

症
は
脳
梗
塞
、
脳
終
結

疾
患
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
高
齢
者
５
人
に
１
人
が
認

知
症
に
な
る
と
い
わ
れ
る
時

代
、
学
び
の
一
つ
に
し
ま
し
ょ

う
。

痴ほう症と
認知症の違いは？

（
一
社
）終
活
マ
イ
ラ
イ
フ

理
事

桜
庭
　康
喜 １２

　
追
播
年
晩
秋
の
Ｐ
Ｒ
被
度
は

総
じ
て
低
く
、
酪
農
試
の
５
月

追
播
区
お
よ
び
７
月
追
播
区
で

や
や
高
か
っ
た
も
の
の
、
場

所
、
追
播
時
期
に
よ
る
違
い
は

大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

２
年
目
か
ら
効
果

　
追
播
２
年
目
に
な
る
と
、
春

先
に
は
Ｐ
Ｒ
は
ほ
と
ん
ど
み
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
酪
農
試

で
は
追
播
時
期
が
早
い
ほ
ど
Ｐ

Ｒ
被
度
は
早
く
高
く
な
り
、
そ

の
後
も
Ｐ
Ｒ
が
多
い
傾
向
が
あ

り
ま
し
た
。
一
方
で
、
９
月
追

播
区
で
は
、
Ｐ
Ｒ
被
度
が
高
く

な
る
の
は
９
月
以
降
で
し
た
。

畜
試
で
も
同
様
の
傾
向
が
み
ら

れ
、
５
月
追
播
区
で
は
８
月
下

旬
以
降
に
Ｐ
Ｒ
被
度
が
高
く
な

り
ま
し
た
が
、
７
月
追
播
区
で

は
１０
月
下
旬
に
な
っ
て
も
約
２０

％
で
し
た
（
図
）
。

　
追
播
３
年
目
は
、
酪
農
試
で

は
冬
枯
れ
に
よ
り
春
か
ら
初
夏

に
か
け
て
の
Ｐ
Ｒ
被
度
は
低
く

な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
追

播
時
期
を
問
わ
ず
徐
々
に
高
ま

　
Ｐ
Ｒ
を
追
播
し
た
区
の
乾
物

収
量
を
無
追
播
（
Ｔ
Ｙ
優
占
草

地
）
と
比
べ
る
と
、
春
は
少
な

く
、
夏
は
同
程
度
、
秋
は
多
い

傾
向
で
し
た
。
秋
だ
け
み
る

と
、
乾
物
収
量
は
２０
～
５０
％
増

加
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

年
間
合
計
の
乾
物
収
量
は
越
冬

状
況
に
よ
っ
て
異
な
り
、
冬
枯

れ
に
よ
る
早
春
の
減
収
程
度
が

小
さ
い
年
は
多
収
、
大
き
い
年

で
は
低
収
と
な
る
傾
向
が
あ
り

ま
し
た
。
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図　ＰＲを異なる時期に追播した草地におけるＰＲ被度の推移（播種量：２.０㌔/１０㌃、２０１８年追播）
（追播年晩秋の被度調査日：酪農試１１月７日、畜試１０月２５日）

　

ペ
レ
ニ
ア
ル
ラ
イ
グ
ラ
ス
（
以
下
「
Ｐ
Ｒ
」
）

は
、
道
内
で
栽
培
さ
れ
る
主
要
な
イ
ネ
科
牧
草
の

中
で
は
越
冬
性
が
劣
り
、
凍
害
に
弱
い
た
め
北
海

道
東
部
の
土
壌
凍
結
地
帯
で
は
基
幹
草
種
と
し
て

利
用
す
る
こ
と
が
困
難
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
Ｐ
Ｒ
は
栄
養
価
や
採
食
性
、
秋
の
収
量
性
が

優
れ
る
こ
と
か
ら
、
土
壌
凍
結
地
帯
に
お
い
て
も

栽
培
を
希
望
す
る
生
産
者
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
道
総
研
酪
農
試
験
場
（
中
標
津

町
、
以
下
「
酪
農
試
」
）
と
道
総
研
畜
産
試
験
場

（
新
得
町
、
以
下
「
畜
試
」
）
に
お
い
て
、
放
牧

地
を
対
象
に
Ｐ
Ｒ
を
追
播
し
な
が
ら
利
用
す
る
こ

と
を
想
定
し
た
試
験
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は

既
存
の
チ
モ
シ
ー
（
以
下
「
Ｔ
Ｙ
」
）
主
体
草
地

に
対
し
、
複
数
の
時
期
に
Ｐ
Ｒ
を
作
溝
法
で
追
播

し
（
播
種
量
：
２
・
０
㌔
／
１０
㌃
）
、
放
牧
を
模

し
た
多
回
刈
り
を
行
っ
た
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

土壌凍結地帯におけるチモシー主体放牧地への北海道東部

ペレニアルライグラス追播法

　
Ｐ
Ｒ
追
播
後
の
被
度
の
推
移

に
は
試
験
場
所
間
で
違
い
が
あ

り
ま
し
た
。
特
徴
的
だ
っ
た
の

は
酪
農
試
で
追
播
２
年
目
に
被

度
の
上
昇
が
早
か
っ
た
こ
と
、

畜
試
で
追
播
３
年
目
も
５
月
追

播
と
７
月
追
播
の
差
は
縮
ま
ら

ず
追
播
時
期
が
早
い
５
月
追
播

の
方
が
高
い
被
度
で
推
移
し
た

こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
年
間

刈
り
取
り
回
数
や
冬
季
の
越
冬

条
件
に
違
い
が
あ
っ
た
た
め
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
追
播
後
の
刈
り
取
り
回
数
と

追
播
年
秋
の
Ｐ
Ｒ
被
度
と
の
間

に
は
正
の
相
関
関
係
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。
追
播
後
の
利
用
回

数
が
増
加
す
る
こ
と
で
、
既
存

植
生
で
あ
る
Ｔ
Ｙ
が
抑
制
さ

れ
、
Ｐ
Ｒ
の
定
着
と
生
育
が
促

進
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
追
播
年
の
Ｐ
Ｒ

定
着
を
良
好
に
す
る
た
め
に
は

早
期
に
播
種
し
、
利
用
頻
度
お

よ
び
強
度
を
高
く
す
る
こ
と
が

有
効
と
い
え
ま
す
。

Ｐ
Ｒ
の
追
播
導
入
時
の
安
定
的
な

定
着
を
目
指
す
た
め
の
維
持
管
理
方
法

利
用
頻
度
の
増
加
が
有
効

Ｐ
Ｒ
追
播
に
よ
る
乾
物
収
量
の

増
収
効
果

秋
に
２０
～
５０
％
の
収
量
増

も
被
度
は
大
き
く
は
下
が
ら

ず
、
７
月
以
降
に
上
昇
し
続
け

ま
し
た
。
な
お
、
５
月
追
播
区

は
７
月
追
播
区
と
比
較
し
て
、

年
間
を
通
し
て
Ｐ
Ｒ
被
度
が
高

く
推
移
し
ま
し
た
（
図
）
。

り
、
１０
月
に
は
４０
％
程
度
と
な

り
ま
し
た
。
畜
試
で
は
早
春
で

Ｐ
Ｒ
追
播
時
期
と
定
着
の
良
否

５
月
追
播
で
被
度
高
ま
る

作溝法で追播　播種量は１０㌃当たり２.０㌔

　
※
本
成
果
は
日
本
中
央

競
馬
会
（
Ｊ
Ｒ
Ａ
）
畜
産

振
興
事
業
「
北
海
道
東
部

地
域
の
土
壌
凍
結
地
帯
に

お
け
る
ペ
レ
ニ
ア
ル
ラ
イ

グ
ラ
ス
に
よ
る
草
地
簡
易

更
新
技
術
確
立
事
業
」
で

実
施
し
た
試
験
で
得
ら
れ

た
結
果
の
一
部
を
ま
と
め

た
も
の
で
す
。


